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応募締切り当日、博物館学芸員の先生に応募用紙を手渡して滑り込み採用になり

ましたのが、神戸市立博物館平成２２年度学習支援交流員（ボランティア）でした。研

修を約１か月受け１０名が晴れて交流員として登録し、４月１日から第三期生として活

動することになりました。

研修で館の概要や博物館の使命、おもてなしの応対、博物館と学校教育等につい

て学びましたが、二期生の方の学習支援交流員としての活動報告を聞いた時は正直

驚きました。

博物館における活動を通し生涯学習や市民参画の諸講座・ワークショップ等での教育普及などの活動や、そのための

下準備、そしてその成果など、生き生きと楽しそうに活動されている報告を聞き、その内容の深さに驚きました。

二期生（一期生は２年間で卒業）の方達とテーマ毎にチームを組み、ブレストミーティングに学芸員の先生を巻き込み

ながら夏休みや冬休みのワークショップに取り組みました。その間、全員で各テーマの学習もこなし、何かと忙しいながら

も充実した１年となりました。

神戸市立博物館は旧居留地に位置しているので、一・二期生作成の居留地マップを基に の居留地探検、南蛮扇子や

南蛮屏風の作成、館所有の伊能忠敬の古地図を学びながら、測量や実測等。

これだけの学習の成果を２年間で終えるのは残念と思っておりましたら、５年間に変わりました。この四月から新しいメ

ンバーも１０名登録され、三井V-Netのお仲間も増え、 頼もしい限りです。

あと３年ボランティアとして、どの位活動出来るか判りませんが、人と人との交流を 博物館活動を通して、学習支援交

流員として、名のとおり私自身学習しながら頑張ろうと 思っております。


